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陽が落ちるのが早くなり、もうすっかり秋だな～と思っていまし

たが…最近は日中も気温が上がらない日も増えてきて、あっという

間に季節が移り変わったように感じます。身体の冷えから体調を崩

すこともありますが、皆さんはどうですか？ 

冬といえば、クリスマスやお正月といったイベントが盛り沢山で

すが、忘れてはならない年末の風物詩といえば「大掃除」！身の回り

のたまった汚れやホコリを綺麗にすることで、気持ちもスッキリし

ます。寒いからといって布団やコタツでゴロゴ

ロしてしまう人、大掃除で身体を動かすことでいい運動になりますよ。年末が近

づいてきたこの時期に、身も心もリフレッシュして新しい１年を迎える準備をし

てくださいね！ 

 

そのつぶやき、大丈夫？ 

 

 

 

 インターネットを活用しての情報収集が当たり前になった昨今、非対面式のやりとりも頻繁に行

われるようになりました。コロナ禍での感染対策の工夫ということで、荷物の受け取りなど様々な

ことが非対面でできるようになり、人と人との関わり方の形がより一層多様化してきています。 

家族や友人との連絡手段として、今や SNS 無しの生活は考えられないと思いますが、皆さんは

SNS上でどのようなやり取りをしているでしょうか？非対面でのやり取りで忘れてほしくないポイ

ントは、【相手の顔が見えない】というとても当たり前なことです。経験のある人もいるかもしれま

せんが、インターネット上の書き込みや、SNSなどでのやり取りでは、つい感情的になり、攻撃的

な言葉や強い言葉を使ってしまうことがあります。顔が見えている時に表情などから読み取れる情

報も、非対面ではうまく伝わらず、誤解やすれ違いからトラ

ブルに発展することも…。顔が見えないからといって自分

本位に発信するのではなく、まず一呼吸置き、自分が使おう

としている言葉や内容を眺めてみてください。自分や相手

を必要以上に傷つける言葉や、後から見て嫌な気持ちにな

る言葉はありませんか？これから様々な経験をしていく中

で、言葉の選び方や表現の仕方について、ぜひ一度ゆっくり

と考える時間を作ってみてくださいね。  
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  新型コロナウイルスの脅威が継続し、感染防止対策に引き続き励んだこの１年。自分が考えてい

た通りの行動ができず、心がモヤっとしている人も多いかもしれません。新型コロナウイルス感染

者の報告数は、今のところ減少傾向にあるようですが、まだまだ油断のできない日々が続きます

ね。この脅威が去った後も、日常生活の当たり前とされていたことが、すごいスピードで変化を続

けていくと思います。環境変化に苦しむこともあるかもしれません

が、適度に休みながら、１歩ずつ着実に歩みを進めたいところです。 

 さて、１２月が過ぎると今年度も残り３か月となります。３学期は

【０学期】、次のステップへの準備の期間です。

スタートラインに立つ時、どのような自分になっ

ていたいのか、それぞれが考えながら残りの時間

を有効的に使っていきましょう。 


